
第１学年 技術・家庭科（技術分野）学習指導案

中学校 1年

１ 題材名 安定して野菜を収穫できるように育てよう

２ 題材設定の理由

(1) 題材について
本題材は、学習指導要領の技術・家庭科（技術分野）、Ｂ生物育成の技術（２）イ「問題を見いだ

して課題を設定し、育成環境の調節方法を構想して育成計画を立てるとともに、栽培又は飼育の過

程や結果の評価、改善及び修正について考えること」に位置づけられる。野菜を安定して収穫する

ことをテーマに、技術の見方・考え方を働かせた実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利

用されている生物育成の技術について基礎的な理解を図り、生物育成の技術と生活と社会、環境と

の関わりについて理解を深めるとともに、生活や社会の中から生物育成の技術に関わる問題を見い

だして課題を解決する力、よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切に生物育成の技術

を工夫し創造しようとする実践的な態度を育成することができると考え、本題材を設定した。

(2) 生徒の実態
本学級の生徒は、技術分野の授業に意欲的に取り組み、積極的に発言する生徒も多い。小学校時

代には、ほとんどの生徒は学校や家庭で植物の育成を経験している。これまでの学習の様子から、学

習内容に興味をもち、これからの学習に意欲を示している生徒も多い。土の団粒構造・単粒構造の違

いを知る班活動の際には、積極的に土に触れ、違いを見つけようとする姿や構造の違いについてまと

めようとする姿などが見られた。本授業では、オクラの栽培を行う中で育成状況に応じて、生徒が進

んで課題を適切に解決していこうとする探究的な学びを実現したい。

(3) 指導観
指導に当たっては、 一人一台端末（タブレット）を使用し、MetaMoJiを活用して、栽培計画の
見直し・修正を個別の進度に合わせて栽培記録表に記入できるようにする。また、教科等横断的な

学びとして夏休み期間に栽培容器を持ち帰らせ、収穫したオクラを家庭で調理して食べ、技術分野

のレポートとして作成する。

３ 題材の目標

〇 生活や社会で利用されている生物育成についての基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に

付け、生物育成の技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深める。（知識及び技能）

〇 生活の中から生物育成の技術に関わる問題を見いだして課題を設定する力を身に付ける。（思考

力、判断力、表現力等）

〇 よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に生物育成の技術を工夫し

創造しようとする実践的な態度を身に付ける。（学びに向かう力、人間性等）



４ 単元の評価規準

５ 指導と評価の計画（全 15時間）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生活や社会で利用されている生

物育成の技術についての科学的な

原理・法則や基礎的な技術の仕組

みについて理解しているととも

に、安全・適切な栽培ができてい

る。

生活や社会の中から生物育成の技

術に関わる問題を見いだして課題を

設定し、解決策を構想し、実践を評

価・改善し、表現するなどして、課題

を解決する力を身に付けている。

よりよい地域社会の構築に向

けて、課題の解決に主体的に取り

組んだり、振り返って改善したり

して、生物育成の技術を工夫し創

造しようとしている。

時間 学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度

1
2

B(1)
ア

3
B(1)
イ

〇生物育成の意味と目

的を知る。

〇作物の育成に適する

条件を知る。

〇作物の成長に適する

条件を知るととも

に、栽培をするため

の見通しを立てる。

・生物育成が私生活にど

のような役割を果たし

ているか説明できる。

・生物の育成環境を調節

する方法などの基礎的

な技術の仕組みを理解

している。

◇ノート

・生物育成の技術に込め

られた工夫を読み 取

り、生物育成の技術が

最適化されてきたこ

とに気付くことがで

きる。

◇ノート

・進んで生物育成

の技術と関わ

り、主体的に理

解し、技能を身

に付けようと

している。

・自分なりの新

しい考え方や

捉え方によっ

て、解決策を構

想しようとし

ている。

・自らの問題解決

とその過程を

振り返り、より

4
5

B(2)
イ

〇地域社会において生

物育成の技術を用い

て解決したい問題を

見つけ、課題を設定

する。

〇設定した課題に基づ

き、育成環境の調節

方法を構想して、育

成計画を具体化す

る。

・生物育成の技術が地

域の自然環境に及ぼ

す影響に関わる問題

を見いだして課題を

設定できる。

・課題の解決策を条件

を踏まえて構想し、育

成計画表等に表すこ

とができる。

◇栽培計画表

6
7
8

〇安全・適切に栽培・検

査し、必要に応じて

適切に対応する。

・育成計画に沿い、観察

や検査の結果を踏ま

え、安全・適切に育成

・育成計画に基づき、記

録したデータと作物

の生育状況を比べな



9
本時

10
11
12

B(2)
ア

イ

13
B(2)
イ

〇設定した課題の解決

状況を評価するた

め、作物の生育状況

と成長の度合いのデ

ータを記録する。

〇収穫の様子（品質や

収穫量など）と、解決

過程で収集したデー

タを整理して、収穫

レポートにまとめな

がら、問題解決の過

程と結果を振り返

る。

環境の調節や、作物の

管理ができる。

◇生徒の行動観察

◇育成環境の調節や作物

管理の状況

がら、合理的な解決作

業を決定できる。

◇生徒の行動観察

◇栽培計画表

◇育成環境の調節や作

物管理の状況

・自らの問題解決の工

夫を、生物育成の技術

の見方・考え方に照ら

して整理するととも

に、課題の解決結果を

記録したデータに基

づいて評価する。

◇収穫レポート

よいものとな

るよう改善・修

正しようとし

ている。

◇栽培計画表

◇収穫レポート

◇振り返りシー

ト

◇生徒の行動観

察

14
B(3)
ア

15
B(3)
イ

〇ここまでの学習活動

を踏まえ、技術の概

念を理解する。

〇研究開発が進められ

ている新しい生物育

成の技術の優れた点

や問題点を話し合

う。

〇よりよい地域社会の

構築をめざして、生

物育成の技術の在り

方や将来展望につい

て提言する。

・これまでの学習を踏ま

え、生物育成の技術の

役割や影響、最適化に

ついて説明できる。

◇ワークシート

・よりよい地域社会の

構築を目指して、生物

育成の技術を評価し、

適切な選択、管理・運

用の在り方について

提言をまとめること

ができる。

◇ワークシート

・よりよい地域

社会の構築を

目指して、生物

育成の技術を

進んで工夫し

創造しようと

している。

◇ワークシート



６ 本時の指導

(1) 目 標 これまでの栽培記録を振り返り、栽培計画の改善・修正をすることができる。

(2) 展 開

(3) 評価及び指導の例

時間 学習活動 指導上の留意点 学習活動における

具体の評価規準

評価方法

15分

7分

15分

10分

3分

１ 成長の記録をとる。

２ 栽培記録表を振り返

り、生育状況を把握す

る。

・班発表

３ タブレットを活用して

調べ、見直す点をまとめ

る。

４ 調べたことを発表す

る。

・グループ

・全体

５ 本時のまとめをする。

・写真のデータサイ

ズに留意するよう

に伝える。

・病気や害虫等につ

いてもチェックす

るように促す。

・自身の栽培計画表

と照らし合わせ

る。

・MetaMoJi を活用
して、調べた内容を

付箋に書き、栽培計

画表に入力させる。

・他者の発表も参考

にするよう声かけ

する。

・振り返りシートを

使う。

【思考・判断・表現】

・栽培計画表と成長記録

表に基づき、合理的な

解決作業を決定でき

る。

【主体的に学習に取り組

む態度】

・自らの問題解決とその

過程を振り返り、より

よいものとなるよう改

善・修正しようとして

いる。

栽培計画表

行動観察

栽培計画表

行動観察

振り返りシ

ート

「十分満足できる」と判断される

状況

成長記録・栽培計画表に基づき、自らの問題に合理的な解決策

を構想し、改善・修正等を記述できている。

「おおむね満足できる」状況を実

現するための具体的な指導

育成状況を一緒に振り返り、葉の大きさや色、数など、とくに

着目すべき点を具体的に考えるよう声かけする。

オクラの栽培計画を見直そう


